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チャドクガが発生するため敬遠されやす

いが、発生初期の幼虫は日中、葉の裏側

に隊列を組んでいるので、比較的簡単に

除去できる。他にはカイガラムシが発生

することがある。 

萌芽力があり剪定、刈り込みに耐える。

梅雨時期に翌年の花芽が形成されるので、

剪定は梅雨前がよい。 

通風の良い肥沃地を好むので腐葉土を充

分敷込み高植えが適する。根元が乾燥す

ると衰弱するのでマルチング材などで覆

うとよい。 

観
賞
ポ
イ
ン
ト 

姿 花 葉 
紅
葉 

黄
葉 

実 香 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 耐 陰 

土 壌 乾 ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ◎ 弱 

メジロが蜜を吸ったツバキの厚い花弁には、小

さな穴が残る。これはメジロが爪をかけ止まっ

た跡。 

Memo 

筒状の厚い花弁を持つ花が咲くと、蜜を求めて

メジロやヒヨドリが訪れる。光沢ある厚い葉を

つける照葉樹林の代表種。種子からは椿油がつ

くられる。ツバキの園芸品種は、北海道以南に

分布するヤブツバキと北陸、東北の日本海側に

分布するユキツバキを基に品種改良された。 

生長：やや遅い 特 記 

ツバキ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／中高木／木本植物／在来種 

ヤブツバキ  [ 藪椿 ]  

ムラサキシジミ・キタテハ 

ヤマガラ・メジロ・カラスバト 
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